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　　　　Observational　 Stations　 and 　Meteorological　 Stations
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Abstract

　Detection　 of 　the　 spatial 　 scale 　 of 　heavy　 prccipitation　 is　 important　 f｛）r　 the　 prevention
of 　disastcrs．　This　study 　analyzed 　the　spatial　scale 　of 　heavy　precipitation　based　on

observed 　 data　 at 　 the　 railway 　 observational 　 stations 　 and 　 the　 meteorological 　 stations 　 in

Kanto　 Plain．　 The 　 results 　 can 　be　 summarized 　 as　 follows：

　 Thc 　 simultaneous 　 occul τcncc 　 arca 　 of 　precipitation　 becomes 　 smaller 　 when 　 the　 criterion

of 　precipitation　and ／or　 the　 dlstance　increases．　 Heavy 　precipitation　exceeding 　30　mm

（130mm ） during　l −hour （24−hour）occurs 　 simultaneously 　within 　the　distance　 of 　about

4km （＞ 30　km ） at　the　probability　of 　O．5．　 The　spatial 　scalc 　 of 　heavy　precipitation　is

larger　 in　 case 　 of 　typhoon 　 rather 　 than 丘ont ，　 low，　 and 　 thunderstom1 ．　 The　 simultanoous

occurrence 　 area 　 of 　precipitation　 seems 　 to　 have　 southwest −northeast 　 oriented 　 long　 axis ．

Moreover，　 the　 spatjal 　 scale　 of　heavy　 precipitation　 is　 larger　 in　 sou 亡heastem　part　 rather

than　 in　 northwestem 　 part　 of 　Kanto　 Plain．
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1． は じめに

　降雨 の 空 間的な広 が り，特 に 大雨 の 空間的 な広

が りを解 明す る こ と は，降 雨 災．害 の 防 IEに と っ て

重要 で ある 。 大雨の 空 間ス ケー
ル を統計的 に 把握

す る こ と に よ り，大 雨が 同時 に発生す る範囲，つ

まり大雨 に よ る 災害が 同時 に 発生 す る 恐 れ の あ る
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範囲 を明 らか にす る こ とが で きれ ば そ の 利用価

値は 高 い と考え ら れ る 、ま た，大雨 の 空間 ス ケ
ー

ル を知 る こ とは，水 資源 の 観 点か らは流域 の 降水

量 の よ り正確な把乖屋 気象学 ・気候学に お い て は 大

雨 の 特性や機構 の 解明な ど に対 して 重要で ある 。

　 鉄道 や 道路 で は，降 雨 災害 を防 止す るため に、

地 上雨量 計の 観測値 に 基 づ い て 列車運転規 制 や 交

通規制が 行われ て い る （地盤工 学会，2006など）。

鉄 道 や 道路 に お け る 降雨災害 は 卞 に 沿線 や 沿道 で

発生す る斜 面災害 で あ り，こ れ らの 斜 面災害 を発

生 させ る大 雨 は
・
般 的 に 発達 した積乱 雲 に よ っ て

もた ら され る。そ の た め ，雨量計の 観測値か ら斜

面 災害 の 発 生 を よ り的確 に 予 測 す る た め に は，

個 々 の 積乱雲 に 対応 する メ ソ γ ス ケ
ー

ル を含めた

大雨 の 空 間 ス ケ
ー

ル を明ら か に し，そ れ に 某 つ い

て 雨量計を配置する必要が ある 。 また ，大雨の 空

間 ス ケ
ー

ル を 知 る こ と は ，沿線な どで 同時 に 降雨

災害が発生す る恐れ の ある区 間や，同時 に 列車運

転規制 が 発令さ れ る 区間な どを把握す る た め に も

重 要で あ る。そ こ で ，本研 究 で は 主要 な 鉄 道線 路

が数多 く存在する 関東平野 を対象に．大雨の 空間

ス ケ ー
ル に 関 す る 気候 学 的 な 特 徴 を 把 握 し つ つ ．

メ ソ y ス ケ
ー

ル を含 め た大雨 の 空 間 ス ケ
ー

ル を明

らか に す る ため の 分析 を行 っ た。なお ，対 象とす

る 関東平野 は標高の低 い 平野 が 広 が る こ とか ら．

大雨 に 与 え る 地形の 影響が 小 さい と考えら れ る 。

　大雨 の 空間分布特性 に 関 して は．河 川 の 流域 災

害 の 防止 の 観点か ら比 較的広 い 範囲 を対 象 に した

研究が 数多く行わ れ て い る ，，例えば，窒 ら （1999）

は DAD （Depth −Area −Duration）解 析，井 良沢
・
田

凵 （1996） は 2 地点 の 降水量 の 相関係 数を用 い て

大雨 の 空間分布特性 を分析 して い る n また，葛葉

ら （2002）はあ る 地点 で 大 雨が生起 した とき に 他

の 地点で も同時に 大雨 が 生 起 して い る 条件付確率

（大 雨 の 同時 生 起率 ）を 気象庁 の 降水景 デ ータ を 用

い て 2 地 点間の 距離が概 ね 10km 以 ヒの 場合 に つ

い て 解 析 して い る 。

　 よ り小 さい 空間 ス ケ ー
ル を対象 に ，雨量計の 観

測 値 に 幕 つ い て 降雨 の 空間分布特性 を調 べ た事 例

と して ，仙台管区気象台調査課 （1974）は ，ほ ぼ

同
一

地点 とみ な さ れ る
一

辺 15m の 正 三 角形内 で

鈴木 ・高橋 ：関 東
ヒF野 に お け る大 雨の 空間 ス ケ

ール

も，ひ と雨 の 降水量は ± 6 ％ の ば ら つ きが あ り，

3km 四 方の 広 さで は ± 14％ の ば らつ きがあ る と

して い る 。 佐溝 ら （1995） は，4地 点 の 降水量 の

観測か ら、1 時間降水量 の 相関 は 2 地 点間の 距離

が 5km 以 内で は高 い が ，5km 以 上 で は著 し く低

下 する と して い る 。 また，谷 岡 ら （1997） は台風

や 雷雨 に 伴 う大雨 の 時空 間特性 に つ い て 事例解析

を行っ て い る 。 た だ し，こ れ らの研究は，短期間

の 観測 デ
ータ に 基 づ く事例解析 が中心 で あ る 。 そ

の た め ，雨 量計 で 観測 され る 降水量 の 空間 ス ケ
ー

ル に 関す る 理解 を深 め る た め に は，よ り長 い 期 間

に お け る 多数地点 の 降水量 デ ータ を用 い て 大雨 の

空間 ス ケ ー
ル を統計的 に調 べ る 必要 が あ る 。

　なお，関東平野 に お ける大雨 に 関す る研究 とし

て ．例 えば澤田 ・高橋 （2002）な ど は，関東平野

に お ける雷雨の 発現や移動に 関する 地域的な特徴

を 解析 して い る．ま た．都市 ヒ
ー トア イ ラ ン ドに

関連 して ，藤部 ら （2002） な どは都市 部 の 雷雨 と

風 系との 関係を調 べ て い る。こ の よ う に，関東平

野 に お け る 雷 雨 の 発現 や 移動 ，及 び雷 雨 と都市気

候 との 関連などに 関する研究は数多 く行わ れ て い

る が ，大雨 の 空 間 ス ケ ー
ル に 関す る 気 候学的特徴

は 十分 に 把握 され て い ない の が現状 で あ る，，

　そ こ で ，本研究 で は気象庁の 地域気 象観測 シ ス

テ ム　（Automated　Meteorological　Data　Acquisition

System，以 下，ア メ ダ ス と す る）と東 冂本旅客鉄

道 株式 会社 （以 ド，JR東 凵本 と す る ） の 降水 量

デ
ー

タを併用 して ，関東 平 野 に お ける メ ソ ァ ス

ケ ール を含め た大雨の 空 間ス ケ ール の 統計解析

を ，葛葉 ら （2002） が 採用 し た 大雨 の 同時 生 起 率

を用 い て 行 っ た 。

2．資料 と解析方法

　2．1 使用 した降水量デー
タ

　本峅究 で は ，JR東 日本 の 雨量計 （以 下，　 JR雨量

計 とする ）で 観測 された降水量 （以下，JR降水量

とする ） と ア メ ダ ス の 雨 量 計 （以 下，JMA 雨量 計

とする）で 観測 され た 降水量 （以 下，JMA 降水量

とする）を用 い る、，解析 に 用 い た観測 地点 は，図 1

に 示す関東地方の標高 150m 以下 に 位置する 170

地 点 で あ る。こ の う ら，JR雨 量 計 が 110地 点，
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図 1　 解析 に 用 い た 雨量 計 の 位置。点線 は 東西

　　 及 び南 北 地 域 の 境界 を表 す。

JMA雨量計が 60地点で あ る 、解析に は ，降雨 災害

が
一一
般的 に 強 い 雨 や 大 雨 に よ っ て 発生 す る こ とか

ら，それぞれ の 雨量指標 として 用 い られ る こ との

多 い 1 時間降水量 と24時 間降水 量 を 取 り上 げ た 。

また，解析対象期間は 199ユ年か ら2005年の 暖候期

（5月か ら10月） と した ，，

　 2．1，1JR 降水量

　JR東 日本で は ，降雨 に よ る 鉄 道 災害を防止 す

る た め に ，鉄道沿線に 雨量計 を約 10km 間隔 で 設

置 して 降水量 の 観測 を行 っ て お り，1991年か ら 1

mm 単位 の 降水 量 デ
ータ を 5 分 ご と に 保存 して い

る （加藤，1989）。 なお ，雨量 計は転倒 ます型雨量

計で ，転倒 ますは 0．5mm で ある，、

　JR降水量 に つ い て は ．1時間降水量に対 し て 以

．
卜
．
の 品質 チ ェ ッ ク を行 っ た 。 JR降水量 と近隣 3

地点 の JMA 降水量 と を比 較 して ，　 JMA 降水量 で

1時 間降水量 1mm 以上が連続 して い る に もかか

わ らず、同期間の JR降水 琶で Omm が 連続 して

い る場合は欠測扱 い に した 。 た だ し，JMA降水量

に お い て 半 日程度 の 間 に 1時間降水量が lmm か

ら 2mm の 弱 い 雨 が間欠的 に 現 れ る 場合 に は ，　 JR

降水量 が連続 し て Omm で あ っ て も欠測 として い

な い 。 こ れは，欠測 の 判断が困難 な こ と と 必要 以
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図 2　JR東 口本 （∫R） とア メ ダ ス UMA）の 雨量

　 　 計を用い た 1km ご との 2地点の 組合せ 数 。

上 の デ ータ を欠測扱い にする こ と で解析結果に恣

意 的な影響 を及 ぼ す可能性 が あ る と考え た た め で

あ る。なお，JR 降水量 で は 降雨が な い 場 合や弱

い 雨 しか観測 され なか っ た場合 な ど に は降水 量

デ
ー

タ を保存 して い な い 場合 が あ る。1991年か ら

2005年の 15年 間 の 暖候期 に お い て，JR降水量 の

欠測 ，観測 の 未実施，及 び デ ータ の 未保存 の 期間

を合わ せ た割 合 は ，1 時 間降水 量 で み る と最 大の

地点で 31．0％ ，最小の 地点で 4．3％ で あ り，平均

で 13．7％ で あ る 。

　2．t．2　JMA 降水量

　JMA 降水量 は，ア メ ダス 観測 年報 （ア メ ダス 再

統計値 CD ・ROM ）の 1991年か ら2005年の 正 時に お

け る 1 時間降水量 を用 い た 。 JMA 降水量 は ，1991

年か ら2005年 の 15年間 に お い て，10年以上 の 観測

期 間が あ る 60地 点の 降水量 デ ータ を用 い た。ま

た，こ の 期間に お い て 降水量 の 統計が切断 さ れ て

い る地 点は別地 点と した 、， JMA降水量 の 1991年か

ら 2005年 の 暖候期 に お け る 欠測 と観測 の 未実施 の

期 間 を合わせ た割 合 は，1 時間降水量 で み る と 最

大 の 地 点 で 6、7％、最小 の 地点 で O．0％ で あ り，

平均 で 0．3％ で あ る、t なお，1994年か ら2005年に

つ い て は，ア メ ダ ス 10分 値 （ア メ ダス 10分値デ ー

タ CD −ROM ）を 用 い て ，正 時 以 外 の 1時 間降水量

に つ い て も解析 を行 っ た，，
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　2．2　雨量計の位置 と 2 地点の 距離 ・方位

　JR東［亅本 の 雨量計設置地点 の 縛 度経 度 は ，地理

情報 シ ス テ ム を用 い て秒単位 で 読み取 っ た。JMA雨

量計の 位置に つ い て は，地域気象観測所
一

覧表 （地

域気象観測所一覧表 FD ）を用 い た 。 なお，地域気象

観測所一覧表に掲載 された緯度経度は，分 の 小数点

第
一

位 まで で あ る。そ の ため，JMA 雨量計の緯度経

度は最大で 0．05分，距離に換算する と最大で経度方

向は約75m ，緯度方向で 約90m の 誤差が含まれる 、、

　 2 地点 間 の 距 離 と互 い の 方位 は，国土地 理 院

（2007） の 計算式に よ り求め た。こ れ は，2 地点の

緯度と経度を平面直角座標 （19座標系）に変換 した

上 で ，2地点 の 距離 と方位角を求める方法 で ある 。

　本研 究 で 解析 の 対 象 とす る 範囲 は，2 地 点間 の

距離 が30km まで と した。 こ れ は，メ ソ γ ス ケー

ル を含め た 大 雨 の 空間 ス ケール を明 ら か に する た

め に は，30km 程度 まで の 範囲 を概観 し た 上 で ．
』

葛葉ら （2002）で は ト分 に 言及 され て い ない 10km

程度 以 下 の 空間 ス ケ
ー

ル に つ い て 詳細 に 分析 す る

必要があ る と考えたた め で あ る 。

　解析 に 用 い た 170地 点 の 雨 量 計の 中 で ，2 地 点

間 の 距 離が30km 以
．
ドの 組 合せ は 1795組 あ る。こ

の うち，JMA 雨量計同士 の 組 合せ は196組 ，　 JR 雨

量計 同上 の 組合 せ は 793組，JR雨量計 とJMA雨 量

計の組合 せ は 806組で あ る 、，

　図 2 は 距離 lkm ご と の 雨 量 計 の 組 合せ 数を 示

した もの で ，2 地点 間 の 距離 が大 きい ほ ど 組合せ

数が多 くな る 。 こ れ に よる と，JMA 雨量計同士 の

組 合せ は 8km 以 下 に は存在 し な い が ，　 JR雨 量 計

同上 の 組合せ や，JR雨 量計 とJMA 雨量計の 組合

せ は 2 地 点 の 距離 が 小 さい 組 合 せ が 多数存在す

る。 こ の ように， メ ソ y ス ケ
ー

ル を含め た大 雨 の

空間ス ケ ール の 統計解析は ，気象庁の 降水量デ ー

タ だ け で は 難 し く，複数 の 観測網 の 降水量 デ ータ

を用 い る こ と で ロ∫能 に なる 。

　な お ，2 地点の 雨量計 を組合せ る 場 合，両地 点

で とも に降水量デ ータが 得ら れ る割合は t 最小 で

59．9％，最大で 100，0％ ，平均 で 86，4％ で ある。

2，3　降雨の同時生起率

本研 究で は ，葛葉 ら 〔2002）が用 い た 大雨の 同

鈴木
・
高橋 ：関 東平野 に お け る 大雨の 空 閊 ス ケ

ー
ル

時 牛 起 率 を 用 い て 大雨 の 空 間 ス ケ ール の 分析 を

行 っ た、大雨 の 同時生起率 は．降水量 の 基 準値を

定め た と きに ，あ る 地点で観測 され た 降水量がそ

の 基準値以 上 の 場合 に，他 の 地点で 観測 された降

水 量が 同時 に そ の 基準 値 以上 で あ っ た比率 で あ

る。大 雨 の 同時生起率 P
り
嬢 ） は，地点 i と地点ブ

の 降水量をRi と珊，降水量 の 基準値 をX と し，　 N

を括弧内の 条件 を満たす事例 の 回数 と した とき に

次式 で 表現 され る 、

　　　　 N （Ri ≧ x ∩ 脅 ≧ x ）
P

り 〔X ）＝
　　　　　　 1＞（Ri ≧ x ）

式 1

　大 雨 の 同時生起 率は，地点 fに お い て 降水量の

基 準値 X を超 過 し た 回 数 （N （Ri ≧ X ））が 少 な い

と，特走の大雨事例の 影響を反映 して し まう卩」
．
能

性 が あ る．そ こ で，本研究 で は 地点 i に お い て 降

水量基 準値 X を超過 した大雨事例 が 3 回以上 の 場

合 に 同時生起 率 を求め る こ とに した 。な お ，本研

究 で 用 い る JR降水量 とJMA 降水量 は 1mm 単位

で ある こ とか ら，大雨の 同時生起率は観測 された

1mm 単位 の 降水量 を用 い て 算 出 した。

　2．4　大雨の 定義と要因の分類及び地域区分

　 1時間降水量 に つ い て は ．降水量 の 基準値 と し

て 5，10，20．30，40mm を 取 り上 げ た 。 また，関東

平野 の 多くの 地域 に おけ る 大雨注意報の 発表基 準

値 で あ る 30mm 以上 の 場 合 を大雨 とみ な し た、，24

時間降水量 に つ い て は ，30，70，100，13【），200mm

を 基準値 と して 取 り上 げ，東京都 区部 な ど に おけ

る大雨注意報 の 発表基準 値で あ る 130mm 以．Eの

場合 を大雨 と み な した。

　大 雨 の 空問 ス ケ ール と大 雨 を もた ら し た 気象擾

乱 と の 関係 を分 析す る に あ た り，天気図 と衛星写

真か ら，大雨を もた らした気象擾乱を台風 （熱帯低

気圧 を含む），停滞前線．低気圧，雷雨の 4 つ に 区

分 した 、， た だ し，梅 雨季や秋 雨季 な ど には，停滞

前線上 を メ ソ 低気圧 が東進す る場合 や．停滞前線

と台風 が 凵本近傍に存在す る場合に大雨が もた ら

され る こ とが ある 。 梅雨 前線 Lの メ ソ 低気圧 は，

傾圧 不安定性に よ っ て 発達する 温帯 低気圧 と は 構

造が異 な っ て お り，活発 な梅雨前線はむ しろ メ ソ
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図 3　 2 地点間 の 正峙に お け る 1 時間降水量 の 関係。図中 の 観測地点名は，左 側が縦軸 の 地点，右側が 横

　　 軸 の 地点で ， JR東 日 本の 観測地点 は 地点名 （駅名 ） の 前 に JR，ア メ ダ ス は JMA を 付け て 記 して あ

　 　 る ．ま た，図巾 の L は 2 地 点閭 の 距離 を 表す 。

低気圧 の 連な りと して 認識で きる （二 宮，1981｝。

そ の た め ，停 滞前線 ヒに メ ソ 低気圧 を 伴う場 合 の

大雨 は 停滞前線に 区分 し た 。停滞前線 と台風が 存

在す る 場合に は，衛星 画像に よ っ て 台風本体の ス

パ イ ラ ル状の 雲群を判 別 し，そ れ に よ る大雨 を台

風 に，そ うで ない 場 合を停滞前線 に区分 した ．

　 また ，関東平野 に お け る 大雨 の 空間 ス ケ
ー

ル の

地域性 を解析す る にあた り，関東平野 を北東，北

西，南 東，南西 の 4 地域 に分割 し た （図 1）。そ の

際 に，雨量計の 設置地 点数が それぞ れ の 地域で ほ

ぼ均等 に な るよう に，南北 を北緯35度50分，東西

を 139度50分 で 分割 し た。

3．1時間降水量 の 同時生起率

　3．1 正時データを用い た解析

　図 3 は ，2 地点 の IE 時 にお け る 1 時 間降水量 の

関係 を散布 図 に よ っ て 示 した もの で あ り，2 地 点

間 の 距離 が 0，15，30km に最 も近 い 組合せ を例 示

した 。 図 3 に 示 して い な い 2 地点 の 組 合せ を 含 め

て ，2 地点間 の 距離が大 きい ほ ど点の 分布は 1対

1 の 直線か ら外 れ るよ うに な り，1 時間降水 量 の

差 異が 大 き くな る 。

　図 4 は，2地点間の距離と 1 時問降水量 の 同時生

起率 と の 関係 を示 し た もの で ，1 時 問降水 量 の 基 準

値が 5，　20，30rnmの 場 合を例示 した。また，図 5及

び 図 6 は，2地点間の 距離に よ る 1時間降水量 の 同

時 生 起 率の 変化 を 示 した も の で，2 地 点間 の 距 離

が，ある距離 ±0，5km の lkm の 範囲 に 含まれる組

合せ につ い て．同時生起率の 平均値及 び標準偏差を

1．0

　 08av

　O．6th

　O．4
匝

　 0．20

．0

1．0

　 0．8av

　O．6ts

　O．4
匝

　 O．20

．0

1．0

　 0、8

製 06tS

　o．4
匝
　 0．20

．0

0 　　　5 　　　10 　　 15 　　 20 　　 25 　　 30
　 　 　 　 　 　 距 離 （km ）

051015202530

　 　　 　　 　 距 離（km）

051015202530

　　 　　　 　 距離（km）

減JMA −JMA 　 ＋JR−JR 　 。JR −JMA 　 ・JMA −JR

図 4　 2 地 点間 の 距離 と 1時 間降水量 〔正 時 〕

　 　 に 関す る 同時生起 率 と の 関係。降水量

　 　 デ
ータ の デ

ータ ソ ース の 紐 合せ 別 に 示 し

　　 て あ ｝）　，凡 例 の 右 側 は 式 1 の 地 点 i．左

　　 側は地点 jに 相 当す る u また．図 中の X
　 　 は 降水量 の 基 準値 を 表す。
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図 5　 距離 ご と に 求 め た 1 時間降水量 の 同時生

　 　 起 率 の 平均値。2 地 点間 の 距離 が，あ る

　 　 距 離 ± O，5km の 1km の 範 囲 に 含まれ る

　 　 組合せ に つ い て 0，5km ず つ ず ら しな が ら

　　 平均値 を 求め た 。な お ，凡例 は 1 時 問 降

　　 水量 の 基準値。

0、5km ご とに 求めたもの で ある 。 なお 図 4 で は 2

地点の 組合せ に 用 い た 降水量 の データ ソ
ース に よ っ

て 異 な る 記号で 示 し て い る。図示は 省略す る が ，

デ
ータ ソ

ー
ス の 組合せ 別 の 標準偏差を図 6 と 同様

に 1km 問 で 求 め る と，デ
ータ ソ

ー
ス の 組合 せ に

よる 標準偏 差 の 差異 は ほ とん どな く，デ
ー

タ ソ
ー

ス に よ る 系統 的 な差違 は み られ ない 。

　図 4 及び図 5 に よ れ ば，1 時間降水量 の 同時生

起率 の
一

般 的 な傾向 と して ，そ の 平均値は 1 時間

降水量 の 基準値が 同 じで あれ ば 2 地点間 の 距離 が

大 きい ほ ど小 さ くなる，，また．同時牛起率 の 平均

値は ，2 地 点間の 距離が 同じ で あ れ ば，基準値が

大 きい ほ ど 小 さ くなる，，

　図 5 に よれ ば，1時 間降水量 の 某準 値 を 5mm

とす る と，同時生起率 の 平均値 は 2 地点 間 の 距離

が 1km の場合 に 0．9程度 で あ る 。同時生 起率の

平均値 は ，2 地点 間 の 距 離 の 増大 に 伴 っ て 徐 々 に

低下 し，30km 程度で 0．5以 下 に な る、，こ こ で ，

同時 生起率が 0、5とは，ある地点 で 1時間 降水量

が 5mm 以上 の 降雨 が 観測 さ れた と きに．他 の 地

点で も同等以上 の 降雨が 同時に観測され る比率が

5 割 で ある こ と を意味す る 、，そ こ で ，同時 生 起率

が 0．5 とな る 2地 点間 の 距 離 を大雨 の 空間 ス ケ
ー

ル の 代表値 と考 え る こ とにする ＝

　 1時 間降水量 の 基 準値を 大雨 と み な す 30mm と

す る と，同時崖 起率 の 平均値 は 2地点問 の 距離が

図 6　 距離 ご と に 求 め た 1 時間降水量 の 同時生

　 　 起 率 の 標準偏 差 、2 地 点問の 距離 が ，あ

　 　　る距 離 ±O．5km の 1km の 範 囲 に 含 まれ

　 　　る 組合せ に つ い て 0，5km ず つ ず ら しな が

　　　ら標準偏差 を求 め た．な お ，凡 例 は 1 時

　　 間降水量 の 基準値。

1km の 場合 で も0、8程 度 で あ る 。 同時生起 率 の

平均値 は ．2 地点間 の 距 離の 増大 に 伴 っ て 急 激 に

低下 し，4km 程度 を超 え る と0，5以 下 に な る、，

こ の こ と か ら，あ る 地点で 1 時 間降水量が 30mm

以 上 の 大雨 が観測 され た 場合 に ，同等以 上 の 大雨

が 同時 に 観測 され る 比率が 高 い 範 囲は狭 く，1 時

間降水量 の 大雨 の 局地性 は 高い と考え ら れ る。

　図 4 に よれ ば，2 地点間の 距離が 同程度で あ っ

て も 1 時間降水量 の 同時生 起率に は 差異 が 認 め ら

れ る 。 同時 生 起率 の 標 準偏差 を lkm 間 ご と に 示

した図 6 に よる と，基準 値が 5mm や 10mm の よ

う に 小 さ い 場合，同時生起率の 標準偏差 は 2 地点

間 の 距 離が 30km まで の 範囲 で 距離 の 増大に伴 っ

て 漸増す る 。 こ れに対 して ，30mm や40　mm の よ

う に 基準値が 大 き くな る と，標準偏差 は 2 地点間

の 距離が数 km の 場合 に 増加 し，そ こ か ら距離 の

増大 に 伴 っ て 減 少す る 。 2 地点 間 の 距離 が 大 きい

場合に標準偏差 が 減少する 理 由 と し て ，同時生起

率 の 下限値が 0 に制 限 され る こ とが あげ られる 。

また，距離が小 さい 場 合 に 標準偏差 が増加 す る 理

由 として 、図 4 や図 5 に み られ る ように数 km の

距離 の と こ ろ で 同時 生 起率が急激 に低下す る た め ，

標準偏差 を求める lkm の 範囲 で もそ の 影響が含 ま

れ て い る 可能性が あ る、，そ の
．・

方で，標準偏差が

大 きくな る 距離 は ，同時 に大雨域 に含ま れ や す い

場合 とそうで な い 場 合が混在す る距離 と考える こ
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図 7 　図 5 と 同様。た だ し，1 時 間 降 水 量 の 基

　　 準値30mm で ，　 IE時 を 挟 ん だ 時間差 を 許

　　 容 して 求め た 最 大 1 時問降 水量 を使 用。

とが で き，そ の 付近 に 大 雨域 の 境 界と な りやす い

距離を想定で きる 。 こ の 距離を図 6 か ら特定する

こ と は難 しい が，基準値を大雨 とみ なす30mm と

した場 合 に，比較 的大 き い 極大 とな る 2．　5km ，4

km，及び 7km を含む範 囲が それ に該当す ると考

えられ る 。 した が っ て，図 5 か ら 同時生起 率 O．　5

と して 得 られ た 4km は，そ の 範囲 の ほ ぼ 中央に あ

たる こ とか ら も，同時 に大雨が 出現す る範鬨 の 代

表値 と し て 概 ね 妥当な値と判 断 で きる 。

　 3，2　 10分値を用 い た解析

　 1 時間降水量 に 関する 大雨 域 は ，大雨 をもた ら

す積 乱雲 群 の 移動 に伴 っ て 位置や範囲 を変え る 、，

そ の た め ，大雨域 の 移動方向に 位置す る 地 点 で

は，時間差 をも っ て 大 雨が発生 す る こ と に なる L、

列車運 転規制 な ど の 実用上 に お い て は ，こ の よ う

な大雨域 の 移動 も考慮す る 必 要がある こ と か ら，

こ こ で は時 間差 を許容 した 1時 間降水量 に 関す る

大 雨 の 同時生起 率に つ い て 議論す る 、す なわち，

JMA 降水量 と して ア メ ダ ス 10分値デ ータ を用 い

て ，1時 間降水量 の   正時，  正 時 を挟 ん で 前 後

1〔｝分，  正時 を挟 ん で 前 後 30分，  正時 を挟ん で

前後60分 の 問に おけるそれぞれ の 最大値か ら同時

生起率を算 出 した 。

　図 7 は，1時間降水量 の 基準値 を大雨 とみ なす

30mm と した場合 1こつ い て ，−L 記の （Pか ら  に よ

る 同時生起 率 を図 5 と 同様に 1km 間 の 平均値 で

示 した もの で ある 。 正 時 を挟 ん で 前後10分，30

図 8 　図 5 と 同 様。た だ し，1 時 間 降水量 の 基

　 　 準値30mm で ，2 地点の 方位別 に 集計 t／

分，60分 の 時間差 を 許容 した 場 合 で も，同 時生 起

率の 平均値 が同程度 の 値を示す距離は，時 間差 を

許容 しな い 場合に 比 べ て そ れ ぞれ 0．5km か ら 1km

程度，1km 程度，1km か ら 2km 程度 の 増加に

と どまる 。 す な わ ち、同時刻 に お け る 同時生起率

は，2 地点聞の 距離が 4km 程度を超 え る とO．5以

．
トに な り，正時 を挟 ん で 前後10分，30分，60分 の

時間差を許容する とそ れぞ れ 4．5、5，6km 程度を

超える と 0．5以下 に な る，．こ の こ と か ら，ある 地

点 で 1 時間降水 量が30mm 以上 の 大雨が観 測 され

た場 合 に．同等以 ．トの 大 雨 が観 測 さ れ る 比 率 が

0．5以上 の 範囲は，前 後 1 時間 の 時間差 を許容 し

た場合で も 6km 程度 と考え ら れ る 、

　な お ，正時 の 場合の 同時生起率 の 平均値 に つ い

て ，10分値を用 い た解析 は 1994年 か ら2005年，正

時 デ
ー

タ を 用 い た 解析 は 1991年 か ら2005 年 の 降水

量 デ
ー

タを使用 して い る こ とか ら，両者 の 解析結

果 は若干 異な っ て い る 。

　3．3　方位性の 解析

　以 上 の 解析で は，2 地 点 の 位 置 関係 を距 離に

よ っ て の み 捉 え，ユ 時間降 水量 に 関する 大雨域 の

等方的 な空 間 ス ケ ー
ル を考 えて きた 。 しか し，大

雨域 が等方的 で あ る 保 証 は な い 。そ こ で ，1 時 間

降水量 に 関す る 大 雨 の 空間 ス ケ
ー

ル に つ い て，　
幽

方の 地点か ら他方 の 地点 をみ た場合の 方向 〔方位）

に よ る 違 い 〔異方性） を調 べ た 。 こ こ で は，2 地

点を結んだ線分の 方向に よ っ て．2 地点 の 組 合せ
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society for Natural Disaster Science

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Natural 　Disaster 　Soienoe

168

125

　 100

遜
＄ 　75
蹄
僵 50

　 250

■ 雷 雨

［コ低 気圧

ロ 停 滞前 線

■ 台風
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図 9　 1991年か ら2005年 に お い て 1 時間降水量

　　　30mm 以 上 の 大雨 が 1地 点以 上 で 観測 さ

　　　れ た 場合 の 気 象擾乱別 ・月 別 事例 数。

を南 一北 ，南東 一
北 西 ，東一西 ，南西

一
北 東の 4

方向に 区分 し，それぞ れ に つ い て 1 時間降水量 に

関す る大雨 の 同時生起率 を比較 した、，

　図 8 は，1時 問 降水量 の 基準値 を大 雨 とみ な す

30mm と し た場合に つ い て ，2 地点の 方位別の 同

時生起率を図 5 と同様に lkm 間 の 平均値で 示 し

た もの で ある 。 同時生 起率の 平均値は ，2 地点問

の 距 離が 4km か ら 5km 以下 の 場合 に は，2 地点

の 方位 に よ る 差異 は 明確 で は ない 。し か し，2 地

点間の 距離が 5km 程度以上 に な る と，同時生起

率 の 平 均値が 同程度 の 値 を示 す範囲 は，南西
一
北

東方向が南東
一
北西方向に比 べ て 広 い 傾向が認 め

られ る 。こ の こ とか ら，関東平野 で は 1時間降水

量 の 大 雨 域 の 広 が り は 南西
一

北 東方向が 南 東一
北

西方向に 比 べ て 大きい と考え ら れ る 。 こ の よ うな

大 雨 の 空間 ス ケー
ル の 異方性に は ，大雨域 の 構造

（形状）や移動方向が関係 して い る 可能性 が考 え ら

れる 。

　た だ し，大雨 の 空間 ス ケ
ー

ル の 異方性 は，2 地

点間の距離が 5km 程 度以下 で は 明瞭で は な い 。

そ の た め ，1 時間降水量 に よ る 大 雨が 同時 に 観測

され る比率が高 い 範囲 の 議論 に は，特 に 影響を与

えない と考えら れ る 。

　3．　4　気象擾乱別の解析

　 1時 間降水量 に関す る 大雨 の 空 間 ス ケ
ー

ル と 大

雨 を もた ら した 気 象擾 乱 と の 関係 を調 べ る た め

に，気象擾乱別 に 大雨 の 同時生起率 を求 めた。

　図 9 は，解 析 に 用 い た 雨 量 計170地 点 の う

ち，1 地点以 上 で 1時間降水量 30mm 以 上 の 大雨

が観測 された同数を気象擾 乱別 に示 した もの で あ

鈴 木 ・高橋 ； 関東 平野 に おけ る大雨 の 空 間 ス ケール

1．0

　 0．8av

　O．6ts

　O．4
匝
　 020

．005

　　　10　　 15　　 20 　　 25　　 30

　 　　　 距離（km）

一 台風 　 一 低気圧 　 →一停 滞前線 　 ＋ 雷 雨

図10　図 5 と同 様，、た だ し、1時 間 降水量 の 基

　　　準値30mm で ．大雨 の 原因別 に 集計 。

る。関東平野 で は ，1時間降水量に 関する 大雨 は

停滞前線 と雷 雨 に よ る 事例が 多く，台風 や低気圧

に よ る 事例 は 少な い n また，1時 間降水量 に関す

る 大雨 は 台風 と 停滞前線 に よる場合 が 7 月か ら 9

月，雷雨 に よる場合 が 7 月 と 8月，低気圧 に よ る

場合 が 5 月と10月に 多い
。

　図 10は，1 時 間降水量 の 基 準値を 大雨 と み なす

30皿 m に した場 合に つ い て ，気象擾乱別 の 同時牛

起率を図 5 と 同様に 1km 間の 平均値で 示 し た も

の で あ る 。同時生起率 の 平均値は，2 地点間の 距

離が 1km の 場合に は気象擾乱に よ る 差異が ほ と

ん ど な く0．8 程度 で あ る 。 2 地点間 の 距 離が増 大

す る と，雷雨 に よる大雨 は同時生起 率 の 平均値が

急激 に低下す る の に対 して ，台風 に よ る大雨は 比

較 的緩 や か に低 下す る。雷雨 に よ る 大雨 の 同時牛

起率の 平均値は ，2 地点間 の 距離が 2km 程度を

超 え る と O．　5 以下 に な る。 こ の こ と か ら，雷雨 に

よ る大雨 は 同時 に 観 測 され る範囲 が非常 に 狭 く，

局地性が きわ め て 高い
。 また，台風に よ る大雨の

同時生起率の 平均値は 7km 程度を超える と0．5以

下 に なる 。 こ の よう に，同時生起率 の 平均値 が 同

程度 の 値を示す範囲 は，台風に よ る大雨 が雷雨 に

よ る大雨 に 比 べ て 2 倍か ら 3 倍程度広 い 傾向に あ

る 。 低 気圧 や 停滞前 線に よ る 大雨 に つ い て は，同

時生起率 の 平均値 が 同 程度 の 値 を 示 す 範 囲 と して

台風 と雷雨 に よ る大雨 の 中間 に位置付け ら れ る 。

　同時 生起率 の 平 均値が 同程度 の 値 を示 す範囲が

気象擾乱 に よ っ て 異 な る の は，大雨 をもた ら す積

乱雲群 の水平ス ケール に 関係 し て い る と考えら れ
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図 11 図 5 と 同様 。 た だ し，1時間降水量
’
の 基準

　　 値30mm で，関 東平野の 地域別に 集計 。

る 。
つ まり，台風に よる大 雨 は 広域 に 組織化 さ れ

た積乱雲 群に よ っ て もた らされ る場合 が 多い た

め，大雨が 同時に生起す る 範囲 が 広い と考え られ

る。− t方．雷雨 に よる 大雨 は少数の 積乱雲に よっ

て もた ら さ れ る場合が 多い こ とか ら大 雨が 同時 に

発生す る 範 囲が狭 く，低気圧や停滞前線に よ る 大

雨 は 両者 の 中間 に 該 当す る と考え ら れ る。

　3．5　地 域性の 解析

　次に ，関東平野 に お ける 1時 間降水量 に関す る

大雨 の 空間 ス ケール の 地域性 を調 べ る た め に ，関

東平 野 を 図 1 に示 し た 4 つ の 地域 に 区分 し，地域

別 に 大雨 の 同時生起率を算出 した 。

　図 11は，1時 間降水量 の 基準値を大雨 とみ なす

30mm と した場合に つ い て ，関東平野 の 地域別の

同 時生 起 率 を図 5 と同様 に 1km 間 の 平均 値 に

よ っ て 示 した もの で ある、同時生 起 率 の 平 均値

は ，2 地点問の 距離が 5km 程度 以下 の 場合に は

地 域 に よ る 差異 が 明確 で は ない 。しか し，2 地 点

間 の 距離 が 5km 程度以上 に な る と，同時生起 率

の 平均値が 同程度 の 値 を示す範囲は，南東地域が

他 の 地域 に 比 べ て 広 く，
一

方 で 北西地域 が狭い 傾

向 に ある ． すな わ ち，大雨域 の 空 間ス ケ
ー

ル は関

東平野 の 北西 地域 で 小 さ く，南東 地 域 で 大 きい 。

　大雨 の 空 間 ス ケ ー
ル に こ の よ うな 地 域性が 生 じ

る 原因 を考察す る ため に，1 時間降水量が 30mm 以

上 の 大 雨事例 に つ い て ，地域別 に 気象擾乱別の 構

成比を図 12に示 した。なお，こ の 構成比 は 降水量

169

南西 地域

南東地域

北 西地域

北 東地域

o％ 20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　80％　　　　　100％

■ 台風 　□ 低 気圧 　口 停滞 前線 　■ 雷雨

図 12　⊥991年 か ら2005年 に つ い て 地 域 別 に 集計

　　　し た 1 時間降水 量30mm 以 上 の 大 雨 事例

　　　の 気象擾 乱 別 割 合。な お．図 中 の 数字 は

　　 　大雨 事例 数 を 表す。

デ
ー

タ の 欠測率が 2 ％ 以 ドの 58地点を用 い て ，地

域 別 に 1 地点以 上 で 大雨が観測 さ れ た回数 を集 計

して 算出した、関東平野 で は、雷 雨に よ る 大雨事

例 の 割 合 は，北部が 南部 に 比 べ て 高 い 傾向にあり，

特 に北西地域で 高い 。 雷雨に よ る 大雨 は，図 10に

示 し た よ うに 他 の 気象擾 乱 に よる大雨 に比 べ て 空

間 ス ケ ー
ル が 小 さ い 。そ の た め ，空 間 ス ケ ー

ル の

小 さい 雷 雨 に よ る大雨の割合が 高い 北西地域 は，

そ の 割合が低 い 南 東地 域に 比 べ て ，1 時間 降水量

の 大 雨 の 空間 ス ケ
ー

ル が 小 さい と考え ら れ る。

4．24時間降水量の 同時生起率

　4．1　 正時デー
タを用 い た解析

　図 13は、図 3 と同 じ 2 地 点 の 組 合せ に つ い て ，

tE 時ご との 24時間降水量 の 関係 を散布図 で 示 した

もの で ある 。 1時間 降水量 と 同様に ，2 地 点間の

距 離が 大 きい ほ ど 2地 点間 の 24時間降水量 の 差異

は増大す る が ，そ の 程 度は 1時間降水量 に比 べ る

と小 さ い 。 な お，図 13に は 2 地点間の 距離 が大 き

い 場合 ほ ど右 ．ヒが りの 点の 連 な りが 明瞭に 認 め ら

れ る よ うに な る 。こ の 点 の 連 な りは，ひ と 雨期間

中に おけ る 2 地 点の 24時間降水量 の 時 間推移 を表

し て お り，降雨事例 ご と に 雨 の 降 り方が 異なる こ

と を 示 し て い る u

　図 14は，図 4 と同様に 2 地点間 の 距 離 と24時間

降 水量 の 同時 生 起率 と の 関係を示 した もの で，基

準値 が 30mm と130mm の 場 合 に つ い て 例 示 し た，t

図 15及 び 図 16は，図 5 及 び 図 6 と同様 に24時間降

水量 の 同時生起率 の 平均値及 び 標準偏差 を 1km 間
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図 13　 図 3 と 同 様，た だ し，24時聞降水量 〔1EH 寺） の 場合 。
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図 14　図 4 と1司様 。 た だ し，24時間降水量 （正

　　 時）の 場 合。

の 平 均 値 で 示 し た も の で あ る。な お，図 14で

は、2地点 の 組 合せ に 用 い た デ
ー

タ ソース ごと に

異な る記号で 示 して い るが，1 時間降水量 と同様

に デ
ータ ソ

ー
ス に よ る 系統 的な差違 はみ られな い 。

　図 14及 び図 15に よれば，24時間降水量 の 同時生

起 率は，1 時 闘降水量 の 場 合と 同様 に，24時 間降

水量 の基準値が 同 じで あれ ば 2 地点 間 の 距離 が大

きい ほ ど小 さ くな る 。また，1司時生起率の平均値

は，2 地 点間 の 距離が 同 じ で あ れ ば 基準値が 大 き

い ほ ど小さ くなる が ，基準値が 130mm 以 下 の 場

一〇− 30mm −●一フOmm 　＋ 100mm 　＋ t30mm − − 200mm

図 15 図 5 と 同様。た だ し．24時間降水 量の 場合t．／
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図 16　図 6 と同様 ， た だ し、24時 間 降水量の 場合、，

合に は 差異が ほ とん ど な い 。

　図 15に よ れ ば ，24時間降水量 の 基 準値が大雨 と

み なす 130mm 以 ドで あ る と，同時生 起率の 平均

値は 2 地点間 の 距 離が 1km の 場 合 に 0．9程 度 で

あ る 、、同時 生 起率 の 平均値 は ，2 地点間 の 距離の

増大 に 伴 っ て 徐 々 に 低 ドす るが 30km の 場合で
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図 17　図 5 と同様 。 た だ し，24時 間降水 量 の 基

　　 準値 130mIn で 、2地 点 の 方位 別 に 集 計 tt

も O．　5以 ．ヒで あ る ，， ま た ，2 地 点 間 の 距 離 が

10km の とき，同 時生起 率 の 平 均値は 0，8程 度 で

あ る 。 こ の こ とか ら，ある地点 で 24時間降水量が

130mm 以 Eの 大雨 が観測 された場 合 に，同等以

ヒの 大雨 が 同時に観測 さ れ る 比 率の 高い 範囲は広

い と考えられ る／、 こ の よ うに，ともに東京都区部

に お け る 大雨注意報の 発表基準値で あ る が ，24時

間降水 量の 大雨が 同時に生 起す る ロ∫能性 の 高い 範

囲 は，1 峙間降水 量 の 大 雨 に 比 べ て 大 きい こ と に

なる c

　図 14及び図 16に よ る と，同峙 生起率 の 標準偏差

は，2 地 点間 の 距離 が大 きい ほ ど、ま た 24時間降

水量の 基準値が 大きい ほ ど大 きくな る 。図 14に よ

れ ば ，基準 値が 130mm の よ うに 大 きい 場 合 に は ，

2 地点間 の 距 離が大 きくて も同時生起率が 1 に 近

い 場合 があ る ． す なわ ち．24時 間降水量 にお い て

は．基準値 が 大 きい 場合で あ っ て も広範囲 で 同時

に大雨 に な る 場合 があ る、，

　 4．2　方位性の解析

　図17は，24時間降水量 の 基準値を大雨 と みなす

130mm と し た 場合 に つ い て，2 地 点 の 方位 別 に

同時生起率 を図 5 と同様に 1km 間 の 平均値 で 示

した もの で あ る 。
こ れ に よ る と，同時生起率の 平

均 値 が 同程度の値を示 す範囲は ，2 地点間の距離

が 10km 程 度以一ヒに な る と，南四
一

北東方向が南

東 一北 西 方向に 比 べ て 広 い 傾向 に あ る，、こ の よ う

に、関 朿平野 で は 1時間降水量 と同様に 24時間降
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図18 図 9 と 同 様。 た だ し，24時 間 降 水量

　　 130mm 以 上 の 大雨 の 場 合。
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図 19　図 5 と 同 様 。 た だ し，24時 間 降水量 の 基

　　 準 値130mm で ，台風 と 停滞 前線に つ い

　 　 て 集 計．、

水量 に つ い て も大雨域 の 広が りは 南西 一
北 東方向

が 南東 一
北西方向に 比 べ て 大 きい と考え ら れ る 。

　 4．3　気象擾乱別 の 解析

　図18は，図 9 と同様に 解析に 用い た雨量言i．170

地点の うち 1地点 以 Eで 24時間降 水量 13〔＞mIn 以

Lの 大雨が観測 された回数を気象擾 乱別 に示 した

もの で ある 。 関東平野 で は，24時 間降水量 に 関す

る 大雨 は台風 と停滞前線 に よ る 事 例が多 く、低気

圧 や 雷雨 に よ る事例 は 少な い tt また ．台風 に よ る

大雨 は 7 月か ら10月に多 く，停滞前線 の 場合は 7

月 か ら 9 月 に 多い 、，

　図 19は，24時 間降水量 の 基準値 を大雨 とみ なす

130mm と し た 場 合 に つ い て ，大 雨 事例 の 多 い 台

風 と停滞前線の 場合 の 同時生起 率を図 5 と同様に

lkm 間 の 平均値で 示 した もの で あ る 。 こ れ に よ

る と．台風 に よ る 大 雨 は 2 地 点 間 の 距離 が30km

の場合で も同時生起率の 平均値が 0．5以上 で ある
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172 鈴木 ・高橋　関 東平 野 に お け る 大 雨 の 空 間 ス ケ
ー

ル
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図20 図 5 と同 様。た だ し，24時 間 降 水量 の 基

　　 　準値 130mm で ，地域 別に 集計 tt
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図 21　図 12と 同 様。た だ し，24時 間 降 水量 が

　　　130mm 以 上 の 大雨事例の 場合。

い る こ とが 考え ら れ る．

の に 対 し て，停 滞前線 に よ る 大 雨 は 20km 程 度 を

超える と 0．5 以 下 になる 。 こ の よ うに，24時間 降

水量 の 大 雨 の 空 問 ス ケ
ー

ル は 1 時間降水量 と同様

に，台風 に よる場合が停滞前線に 比 べ て 大 きい ．

　4．4　地 域性の 解析

　図 20は t24 時間降水量 の 基準値 を大雨 とみ なす

130mm と した 場合に つ い て ，関東平野 の 地域 別

に 同時生起 率 を図 5 と同様に 1km 間の 平均値で

示 した もの で ある 、， こ れ に よ る と，同時生起率 の

平均値 が同程度 の 値 を示す 範囲は，2 地点 間 の 距

離が 5km 程度以上 に な る と，北西 地域 が 南 東地

域 な ど に 比 べ て 小 さい 傾向に ある 。
こ の よ うに，

関東平野 で は 1 時間降水量 と同様に 24時間降水量

に つ い て も大雨域 の 広が りは北西地域 で小 さい と

考 えられ る 。

　図 18に示 した ように ，24時間降水量 の 大雨 の 空

問 ス ケ ール は，台風に よ る場合が 停滞前線に よ る

場合に 比 べ て 大 きい 。 と こ ろ が，24時 間降水量 の

大雨事例 を気象擾乱 別 に 集計 した図 21に よれば，

台風 に よ る大雨事例の構成比は ，北西地域が 南東

地域な どに比べ て 高い 傾向に あ る 。 つ ま り，北四

地域 は南東地域 な どに 比 べ て ，空 間 ス ケール が大

きい は ず の 台風 に よ る 大 雨 の 割合 が 大 きい が ，実

際に は 大雨の 空 間 ス ケ ール が 小 さ い 。 標高 の 低 い

平野が広が る関東平野 で は，
一

般的 に大雨 に与 え

る地形 の 影響が小 さ い と考 えられ る が，北西 地域

で は関東平野周囲 の 山地 など に よ る影響を受け て

5 ．ま とめ

　本研 究 で は，JR東 日 本 と ア メ ダ ス の 降水量

デ ータ を併用 し て，関東平 野 に お ける大雨 の 空 間

的な特徴を把握 しつ つ ，雨量計 で 観測され る 大雨

の 空間 ス ケー
ル を 明 らか に す る こ とを試み た、，1

時間降水量 と24時 間降水量 の 同時生起率を用い た

解析 に よ り，以 下の 結果が得 られ た 、，

  1 時間降水量及 び24時間降水量 の 同時生 起率

は，2 地点間 の 距離が大 きい ほ ど，また 降水 量 の

基準値 が大 きい ほ ど小 さ くなる 。 ただ し，2地点

間の距離や 基準値の 増大に伴 う同時 生起率の 低下

は，1 時間降水量 が 急激 で あ る の に 対 し て ，24時

間降水量 で は緩やか で あ る 。

．  1 時間降水 量 の 基準 値 を大雨 とみ なす 30mm

とす る と，同時生 起率の 平均値 は 2 地点間の 距離

が 1km の場合で も 0．8程度で ある 。 ま た，同時

生起率 の 平均値は ，2 地点間の 距離 が 4km 程 度

を超 え る と O．　5以 下 に なる 。 すなわ ち，あ る 地点

で 1時 間降水量 が30mm 以上 の 大雨 が 観 測 さ れ た

場合に ，同等以上 の 大雨が 同時に観測され る範囲

の 代表値は 4km 程度 と考 えられ る。また，正 時

を挟 ん で 10分 ，30分，60分 の 時 間差 を許容 した 同

時生 起 率は，それ ぞ れ 4．5、5，6km を超える と

0．5 以 下 に な る 。 以 上 の こ と か ら，前後 1 時 間 の

時間差 を許容 した場 合 で も，あ る地点 で 1時 間降

水量 30mm 以上 の 大雨が観測 され た 場合に，同等

以一Izの 大 雨 が観測さ れ る範囲 の 代表値は 6km 程

度 と 考 えられる 。
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  124 時 間降水 量 の 基 準 値 を 大 雨 と み な す 130mm

とす る と，同時生起率 の 平均値は 2地点 間 の 距離

が 1km の 場 合 に O．9程 度 で あ る．また，同時生

起 率 の 平均値 は 2 地 点 間 の 距 離 の 増 大 に 伴 っ て

徐 々 に低下す る が，30km の 場合で も0，5 以 ltで

あ る。 1 時 間 降水 量 301nm及 び 24時 間 降 水 量

1301nm は，い ず れ も東京都 区部 に お け る大 雨注

意報 の 発表基準値で ある が，こ れ ら の 基準値以上

の 大 雨が同時 に観測 され る 範 囲 は 24時間降水量 の

方が広 い こ と に な る 。

  気象擾乱 別 に み た 1 時間降水量 の 大雨 の 空間

ス ケ ー
ル は 台風，低気圧 ，停滞前線，雷雨の 順 で

小 さ くなる、雷雨 に よ る大雨 は，2地点間 の 距 離

が 2km 程 度 を超 え る と 同時 生 起 率 の 平 均値 が

O．5以 卜
．
に な り，局 地性 が きわ め て 高 い と考え ら

れ る 、t 一
方．台風 に よ る 大雨 は 7km 程度 を 超 え

る と 0，5以下 に な る、、また，24時間降水量 に関す

る 大雨 の 空 間 ス ケ ール は，台風 に よ る場合 が停滞

前線 の 場 合 に 比 べ て 大 きい 。

  関東 平野 で は ，1 時間 降水量及 び 24時間 降水

量 に よ る 大雨 の 空間 ス ケ ー
ル は ，南西

一
北 東方向

が南東
一
北西方向に 比 べ て 大 きい ，また，大雨 の

空 間 ス ケ ール の 地域性 と し て，南東地域 で 大きく

北西地域 で 小 さい 傾向が あ る 。
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